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設備概要 

温度制御下で、ワイヤーの精密な引張試験を行います。 

ワイヤーの精密引張試験

Cat.No 3E2J-100-01-200410 

試験例：直径2㎜ワイヤーの引張試験

● 試験条件

試験装置： 卓上型万能試験機 5969（インストロン製） 

試験体： 直径2㎜のワイヤー 

試験環境： 室温 

試験速度： 10 mm/min 

チャック間距離： 100 mm

  標点間距離： 50 mm 

  変位計測： ビデオ伸び計 

①ドラム式掴み治具（サンプル直径上限：2㎜※、荷重上限：2kN） 

ワイヤー状のサンプルで引張試験をすると、一般的な掴み
治具ではチャック内切れやチャック抜けが起こる場合がありま
すが、当社ではドラム式掴み治具（右図右側）を用いることで、
チャック内切れやチャック抜けを起こすことなくワイヤーの引
張試験を行なえます。

②ビデオ伸び計による変位計測

   非接触式のビデオ伸び計（右図左側）により、ワイヤーに貼
り付けた標点（マーカー）間距離を正確に計測することで、ひ
ずみ、0.2％耐力及びヤング率を求めることができます。 

③恒温槽 （-150℃～350℃）

   引張試験機に付設されている恒温槽（右図左側）を用いるこ
とにより、低温、高温下での試験が可能です。ドラム式掴み治
具の使用温度については、ご相談ください。 

 

恒温槽

ビデオ伸び計

 試験機外観（左：全体、右：ドラム式掴み治具） ※サンプル直径下限：0.23 mm（過去実績） 詳細は別途ご相談ください。

0
10
20
30
40
50
60
70
80

0 2 4 6 8 10 12 14

応
力

(M
Pa

) 

ひずみ(%) 
応力-ひずみ曲線

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

応
力

(M
Pa

) 

ひずみ(%) 

ヤング率：14GPa
0.2%耐力：57MPa

● 試験結果

ひずみ0～1％時の応力-ひずみ曲線 

※JIS T 3242、T 3267、T 6530、 H 7107に準拠し、ガイドワイヤー、歯科矯正用、ニチノール等の医療用各種ワイヤーの

精密強度評価にも対応いたします。是非、ご相談ください。
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